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医療圏設定の趣旨（第8次大分県医療計画 第3章 第1節 2）

医療圏は、県民に適切な医療サービスを効率的に提供するため、地理的条件、
交通事情、日常生活の需要の充足状況、行政の区域等を総合的に考慮しなが
ら、日常的な医療から一般的な入院医療、特殊な医療に至る医療サービスを提
供する地域的単位として段階的に設定するものです。

二次医療圏設定の考え方（医療法施行規則第30条の29第1項）

・地理的条件等の自然的条件
・当該圏域の面積
・地理的アクセス等の社会的条件 等
を考慮して、一体の区域として病院及び診療所における入院に係る医療を提供
する体制の確保を図ることが相当であると認められるものを単位として設定する
こと。
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●

●

津久見中央病院

臼杵コスモス病院

50分

●

三愛メディカルセンター
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大分中部医療圏内における医療体制の偏在について

• 中部医療圏は東西に広いが、急性期総合病院は人口密度の高い大分市西部（旧市街地とそ

の周辺）に集中している。一方、大分市東部地域（大在、坂ノ市、佐賀関）は二次医療圏の中で

は遠隔地の一つであるが、救急医療体制や常勤診療科数、急性期病院の職員数、回復期病

床数などの医療供給体制が弱く、医療の自給率が高くはない。すなわち西部地域の病院を受

診せざるを得ない地域住民が多いのであるが、地理的アクセスが悪いため、高齢者や家族等

にとっては大きな負担となっている。臼杵市、津久見市の医療供給体制は、大分市東部地域よ

りさらに弱いと思われる。

• 二次医療圏内の地域医療構想を計画するに当たり、中部医療圏をひとくくりにして、平均的に

見て判断するのでは、医療圏内での地域間格差が拡大する結果になると思われる。医療圏内

の各地域の実情を十分に分析した上で、できる限り地元で医療を受けられる体制を作れるよう

に、定期的に検証していただきたい。


